
ＭＥ－ＢＹＯタウン形成に向けた提案募集について（案） 

 

１ 事業概要 

○ 「県西地域に住む＝未病を治す」ことをアピールするとともに、「未病を

治す」ライフスタイルを実践できる一団の住宅形成を図るため、ハウスメー

カー等から実現可能な「ＭＥ－ＢＹＯタウン・プロジェクト」の提案を募集

する（事業着手は平成２８年度以降）。 

 ○ 提出された提案について、県で設置する選考委員会において選考。 

 ○ 波及効果の高いモデルを創出し、県西地域に人を呼び込む流れをつくる。 

 

２ ＭＥ－ＢＹＯタウンのイメージ 

 「未病を治す」地域資源がすべてある「県西地域」だからこそできるヘルスケ

ア・ライフを目に見えるカタチにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＩＣＴを活用した健康状態の「見える化」       

  ○ 多様な世代のニーズを充足させる健康プログラム  

  ○「県西地域に住む」魅力にあふれたライフスタイル 
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３ 事業スケジュール等 

 

 (平成 27 年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (平成 28 年度以降) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補助対象経費(案)】 

  プロジェクト実施に要する経費 

   （モニタリング機器[ハード]の設置、情報システム[ソフト]の構築、 

来訪者向け掲示、広報費等） 

 

７～10 月頃 ハウスメーカー等から提案募集 

1０月頃 選考委員会における選考 

1１月頃 最優秀提案を決定 

選考された事業者が提案に基づく一団の住宅を建設して公開・販売 

○募集の概要（案） 

 

・20 区画程度の新規開発案件のある事業者（ハウスメーカー等）が対象 

・県は、ＭＥ－ＢＹＯタウンに関する基本的な事項※を提示 

 

  ※①複数のモニタリング機器を連携させて健康データを「見える化」すると

ともに、管理するトータルヘルスケアシステムの導入、外部サービスと

の連携 

   ②太陽光発電などスマートエネルギーの標準整備 

   ③採光や室内の温度管理 など 

   

・事業者は、実現可能な「ＭＥ－ＢＹＯタウン・プロジェクト」の提案書を提出 

県は補助金を予算措置 


